
個人トータル表

男　子 平成27年7月29日 16:10 開始

１回戦

13 37
79 18 20 115

25 29
23 29

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 春日部　貴成 1 0 0 1 4 * 4 石田　裕太郎 3 1 0 0 2

5 垣内　聡志 - - - - - 5 SYLLA MAMADOU 7 0 3 1 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 高野　一輝 8 0 4 0 0 * 6 山田 颯士郎 8 2 0 2 3 TeamA : : : : : : : : :

* 7 杉野　晴輝 12 0 6 0 4 7 池浦　健太郎 13 0 6 1 1 TeamB : : : : : : : : :

8 伊藤　裕貴 0 0 0 0 0 * 8 田上　元己 6 0 3 0 0

* 9 吉江　悠 21 0 9 3 2 9 ナロン　竜平　ショーン 5 0 2 1 0

* 10 説田　空隼 17 0 6 5 4 10 染川　昴 2 0 1 0 1

11 山田　功大 0 0 0 0 1 11 水谷　槙之介 0 0 0 0 2

12 伊藤　壮汰 0 0 0 0 1 12 五代　雅己 14 0 6 2 1

* 13 余語　幸樹 20 6 1 0 3 13 渡辺　新 17 1 7 0 1

14 田中　友基 0 0 0 0 0 * 14 榎田　拓真 11 1 3 2 0

15 野田　憲吾 0 0 0 0 1 * 15 DIOP MAME CHEIKH IBRAHIMA 29 0 12 5 3

ｺｰﾁ 水谷　幸司 0 ｺｰﾁ 川添　裕司 0

Aｺｰﾁ 藤原　　太 Aｺｰﾁ 内村　昌弘

合　　　計 79 6 26 9 20 合　　　計 115 5 43 14 14

　　主審： 前田 信

　　副審： 中村 公彦

戦評： 記録： 京都すばる高校
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延岡学園

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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得点経過 県立四日市工 延岡学園

〔 戦 評 〕
インターハイ男子１回戦、三重県の四日市工と宮崎県の延岡学園の一戦である。

第１Ｐ、四日市工はオールコートのゾーンプレスからの３－２のゾーン、延岡学園はマンツーマンディフェン

スで開始した。延岡学園は、四日市工のゾーンに対してインサイドの＃１５を基点として、そこからの＃４、＃

６の３Ｐを含むアウトサイドシュートを確実に決め、得点を重ねる。四日市工は、延岡学園の厳しいディフェン

スにより、思うように得点を重ねられず第１Ｐを１１対３７と延岡学園がリードして終える。

第２Ｐ、延岡学園は第１Ｐ途中からゾーンプレスからの２－３ゾーンを引き続き行う。開始２分には、ファース

トブレイクから＃１５のダンクシュートが決まり、さらに点差を広げる。対する四日市工もだんだんとリズムを

つかみだし、＃９のアグレッシブなリバウンドからの得点や＃１０の巧みなドライブインで得点を重ね、一進一

退の攻防となり、第２Ｐを３１対５７と延岡学園がリードして終える。

第３Ｐ、延岡学園は、ディフェンスを変化させ、四日市工にリズムをつかませない。また、中盤からゾーンプ

レスを引き、そこから四日市工のミスを誘い、たたみかける。四日市工は＃１３が４本の３Ｐを決め、追いすが

るも点差は広がり、５６対８６で終える。

第４Ｐ、延岡学園の激しいディフェンスはつづき、四日市工は思うように攻めることができない。四日市工＃

１０もドライブインで奮闘するも、延岡学園の勢いを止めることができず、７９対１１５で延岡学園が勝利を収

めた。
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